
 

 

小学校建設プロジェクト 報告書  

 

 

プロジェクト番号：LA-SR-10-0010 

学校名：ピアンドッカム小学校 

 

＜場所＞  

ラオス人民民主共和国 ポンサリ県 ブーン・ヌア区 ピアンドッカム村 

 

ピアンドッカム村はブーン・ヌア区の東側に位置し、首都ビエンチャンから 865km離れた

ところにあります。 

 

 

 

 

＜生徒・教員について＞  

 

生徒数：女の子 68人 男の子 10人 合計 172人 

教員数：女性 7人 男性 ０人 合計 7人 

 

学年数：（就学前の幼児も含め）7学年 

 



＜コミュニティと学校について＞  

 

ピアンドッカム村はラオスの北に位置し、乾季、雨季どちらの時期にも道路よりアクセス

が可能です。村には 156世帯が住んでおり、人口は 487人、うち 245人は女性です。住

民の多くはコー族とプーノイ族に属しています。中国の雲南省に国境を接しているため、

中国との貿易がこの地域の経済を支えています。稲作が中心で、家畜の世話、中国に輸出

するスイカやサトウキビ、ピーナッツなどの収穫で生計を立てています。天候は 1 年を通

して良く、12月から 3月の気温は 0～5度で冬は寒くなり、4月から 5月には乾季が訪れ

ます。家は木材、竹、コンクリートなどで建てられ、それぞれの民族の様式に沿った建築

スタイルが見られます。村には共同トイレと水はありますが、電気は通っていません。こ

の地域は、また観光地としての景観に恵まれ、文化的要素も残っています。 

ラオスの一部も通るホーチミン・ルートはベトナム戦争時に米軍の攻撃対象となりました。

そのため、ラオスの多くの地域は爆撃を受け地雷が埋められています。ポンサーリー県は

他の地域に比べると被害は少なかったと言えますが、不発弾の処理が済んでいることを証

明する政府の許可が、建設の際には必要とされています。 

 

 

＜現在の状況と支援が必要な理由＞  

 

ピアンドッカム小学校は、ピアンドッカム村にあり、１学年から 4 学年までの生徒を 3 つ

の村から受け入れ、少数民族の子供たちが多く通っています。2 棟の建物には 5 つの教室

があり、どちらも良い状態を保っています。そのうちの 1 棟は 2009 年にルーム・トゥ・

リードが建てたものです。しかし、3 棟目の建物に関しては、教室は 1 つだけで、状態も

良くありません。そのため、教室が足りないことにより、とても手狭な状態が続いていま

した。新しい建物が建つことによって、その問題を解決し生徒たちの学ぶ環境を改善する

ことにつながります。 

 

 

＜プロジェクトの詳細＞  

 

ピアンドッカム小学校の建設は 2010年 3月 7日に始まりました。ルーム・トゥ・リード

のラオス支部と 3 つの村が共同で行い、地域の教育委員会や所轄官庁等の多大な協力を得

ることができました。5ヶ月を要した建設工事には、地域のボランティアも参加し、2010

年 9 月 10 日に完成しました。完成した建物は、8×28 メートルの大きさで、コンクリー

トの土台の上に丈夫な煉瓦で建てられ、床と屋根の梁には鉄筋を使用し、緑のトタン屋根

は堅木の枠で支えられています。外壁は黄色で塗装されています。4つある教室はそれぞれ

6×7メートルの大きさで白い壁、木の天井、堅木の扉が付いた窓があります。これら 4つ

の部屋は全て 1年生から 4年生までの教室として使われています。 



＜支援物資・内容の明細＞  

 

●地域の基金による支援（総費用の 20.84％） 

建設維持管理、建築資材、フェンス、土地、技術労働者、ボランティア作業員、

不発弾除去 

 

●ルーム・トゥ・リードによる支援（総費用の 79.16％） 

黒板、建物の設計、生徒用椅子、教員用椅子、建築資材、建設用工具、生徒用机、

教員用机、家具・備品、監視・サポート、技術労働者、水道設備 

 

●トレーニング 

 建築の基礎技術、維持管理、経理、プロジェクト管理、建築の専門技術 

 

 

＜コメント＞  

 

ピアンドッカム村の住民は、ルーム・トゥ・リードが今回の学校建設プロジェクトを主導

し、ラオスの子供たちへの教育的ニーズに理解を示してくれたことに大変感謝しています。

教員、親、生徒たちは、付属の図書館が入ったこの安全で新しい建物にとても満足してい

ます。子供たちの学校への出席率は向上し、誰もが教育にもっと関心を寄せています。村

の住民たちは、これまでこのような立派な学校がなかったため、心から喜んでいます。ま

た、住民たち自身が労働力となり、木や石などの資材を提供する助けをできたことに誇り

を感じています。最後に、ご支援いただいた方々の多大なるご好意に感謝し、いつか学校

を訪問していただけるよう心よりお待ちしております。 



＜写真＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新しい建物の全体像 

新設された教室 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新しい教室で学ぶ子供たち 

黒板で問題を解く女の子 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分の机で微笑む女の子 

学校の前で子供たちと先生 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新設されたトイレ 

学校寄贈の記念プレート 


